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 10 月 23 日に行われたこども英会話教

室。外国の文化について学ぶことを目的でハ

ロウィンパーティーをしていました。ハロウ

ィンと聞いてウキウキの子供たち、かわいい

姿を皆さんにご紹介！ 
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9日に津房遺族会の役員会を開催しまし

た。戦争で犠牲になった多くの方々に思いを

巡らせ、役員一同で黙祷を捧げました。また

課題となっている津房共同墓地の管理につい

て協議しました。会員の高齢化により年々管

理が難しくなっていますが、作業に昔よりも

時間がかかっても頑張れるところまで頑張っ

ていきましょう！との結論になりました。ま

た有り難いことに今年度の清掃ではご家族や

会員以外の方がご加勢してくださいました。 

11月 26、27日に安心院地域複合支所で安心院地域ふれあい文化祭が３年ぶりに開

催されました。今年度は新型コロナウイルスの感染防止の為、展示部門のみの開催

となり、公民館講座や津房地区老連の方々の作品がズラリと展示されました。 

 小学校の４･５年生が花いっぱい活動の取り組

みでプランターいっぱいに冬のお花を持ってき

てくれました。冬から春にかけて公民館の玄関

を明るくしてくれるでしょう。いつもありがと

う！ 
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 公民館の花壇にはまちづくり協議会さんがパンジー

を植えてくれました。ありがとうございます！ 
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 11日にまちづくり協議会の女性部が地区の 

高齢者世帯に配布するお弁当を作られていま 

した。毎年の恒例となって楽しみにされてい 

る方も多い、手作りのお弁当。今年も女性部 

の皆さんが和気あいあいと朝からまごころを 

こめて作っていました。 六郎丸石。 

小野さんに案内を

してもらいました 
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 郷土を豊かにしたのは、『津房の七丸
しちまる

』と言われ

た立派なリーダー達でした。小ケ倉の「大丸」、尾立

村馬場台の「次郎丸」と「鬼丸」、若林村の「三郎

丸」、五郎丸村の「四郎丸」と「五郎丸」、六郎丸村

の「六郎丸」の七人です。なかでも宇佐郡 36士の

一人の地頭次郎丸は室町時代の 1532年頃、津

布佐を津房に改め自ら津房次郎丸と名乗り、尾立

の津房村城に住んだ。末裔は尾立の観源寺。三郎

丸は若林の佐々木氏。五郎丸は吉野氏が五郎丸石 

を祭った（五郎丸石はホ場整理で消えたのか？）。

六郎丸は玖珠の領主森幸造の六男が庄屋として森

六郎丸を名乗り移り住んだ。六郎丸石は今も

注連縄
し め な わ

を張り祀られている。大丸、五郎丸、六郎丸

は今地名として残っている。 
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かわいいクリスマスリース

を頂いたので、玄関に飾っ

ています♪ 

おかずと愛情が 

たくさん詰まった

“まごころ弁当”の

完成！！ 

 あわただしい年の暮れですが、 

どうぞお体に気をつけてお過ごし下さい。 

公民館は 

12月 29日～1月 3日まで 

休館です 


